
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
「
母
氏
」
に
つ
い
て

小

林

真
由
美

一

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
、
漢
文
か
ら
独
立
し
た
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
文
と
し
て
、
現
存
最
古
の
文
献
で
あ
る
。
成
立
事
情
は
不

詳
で
あ
る
が
、
作
成
年
代
の
上
限
は
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
で
、
お
そ
ら
く
天
長
年
間
（
八
二
四
〜
八
三
四
）
頃
の
成
立
と
思
わ

１
）

れ
る
。

『
華
厳
文
義
要
決
』
の
紙
背
に
書
か
れ
た
文
章
で
、
鵜
飼
徹
定
・
佐
藤
達
次
郎
氏
旧
蔵
、
昭
和
十
三
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
が
、

昭
和
二
十
年
に
戦
火
で
焼
失
し
た
。
昭
和
十
四
年
に
複
製
（
山
田
孝
雄
解
説
・
田
山
信
郎
釈
文
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
た
め
、
か
ろ
う

じ
て
原
本
に
近
い
姿
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
十
四
年
の
複
製
を
も
と
に
し
た
影
印
・
翻
刻
は
、
中
田
祝
夫
著
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』（
風
間
書
房
、
昭
和

『東大寺諷誦文稿』の「母氏」について

一



四
十
四
年
。
昭
和
五
十
四
年
に
改
訂
新
版
発
行
）、
中
田
祝
夫
解
説
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』（
勉
誠
社
文
庫
、
昭
和
五
十
八
年
）、
築
島
裕

編
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』（

古
書
院
、
平
成
十
三
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

三
九
六
行
の
文
章
は
首
尾
が
整
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
部
分
、
短
文
や
単
語
を
な
ら
べ
た
覚
書
の

よ
う
な
部
分
な
ど
の
集
合
で
あ
る
。
朗
読
の
た
め
の
草
稿
や
覚
書
の
よ
う
で
、
抹
消
や
書
き
入
れ
な
ど
推
敲
の
あ
と
が
多
い
。
表
記

は
、
片
仮
名
が
多
く
漢
文
の
読
み
下
し
文
に
近
い
部
分
、
漢
文
に
近
く
返
り
点
や
ヲ
コ
ト
点
が
付
さ
れ
た
部
分
な
ど
、
多
様
で
あ
る
。

本
文
の
内
容
は
法
会
な
ど
の
際
に
読
み
上
げ
ら
れ
る
文
章
と
思
わ
れ
、
中
で
も
、
檀
主
の
亡
き
父
母
の
追
善
供
養
の
た
め
の
文
章

と
思
わ
れ
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
の
中
で
、「
母
氏
」
と
い
う
他
の
国
語
資
料
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
語
を
使

用
し
た
文
章
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。「
母
氏
」
は
「
父
君
・
父
公
」
と
共
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、『
萬
葉
集
』
に
「
父ちち
公ぎみ
」
の
用
例

が
あ
る
た
め
、
お
そ
ら
く
、「
は
は
う
じ
」「
ち
ち
ぎ
み
」
と
訓
読
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
に
よ
る
と
、「
母
氏
」
は
十
七
回
使
用
さ
れ
て
い
る
。
使
用
箇
所
を
、
五
つ
の
文
章
の
ま
と
ま
り
と

し
て
抜
き
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
〜
Ｅ
の
記
号
を
付
け
、
翻
刻
・
釈
文
と
簡
略
な
注
を

２
）

記
す
。「
母
氏
」「
父
君
・
父
公
」
に
は
、
傍
線

を
付
し
て
い
る
。

Ａ

九
九
〜
一
〇
〇
行
）

二



朝
に
は
俳
タ
ヽ
ス
岑
上
而
見
て
雲
霞
之
飛
交
・
夕
に
は

憶
父
公
ヲ

居
テ
谷
底
而

聞
て
禽
獣
鳴
遊アソ

思
出
上
ル
母
氏
ヲ

如

是

雖
返
読
符
受
）
修
て
出
離
而
恋
慕シノ
返
読
符
送
）
父
母
ヲ
朝
夕
難
忍
・
於
此

帰
至
本
郷
云

朝
ニ
ハ
岑
ノ
上
ニ
俳タヽスミ
テ
、
雲
霞
ノ
飛
ビ
交
フ
ヲ
見
テ
（
父
公
ヲ
憶
ヒ
）、
夕
ニ
ハ
谷
ノ
底
ニ
居
テ
、
禽
獣
ノ
鳴
キ
遊
ブ
ヲ

聞
キ
テ
、（
母
氏
ヲ
思
ヒ
出
デ
タ
テ
マ
ツ
ル
）。
是
ノ
如
ク
出
離
ヲ
修
ス
ル
ト
雖
モ
、
父
母
ヲ
恋
ヒ
慕
ヒ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、
朝

夕
ニ
忍
ビ
難
シ
。
此
ニ
、
本
郷
ニ
帰
リ
至
リ
、
云
。

〇「
憶
父
公
」「
思
出
上
ル
母
氏
」＝

本
文
の
傍
に
朱
字
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
「
タ
テ
マ

ツ
ル
（
上
・
奉
）」
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
子
が
父
母
の
尊
霊
に
対
し
て
用
い
る
場
合
と
、
人
が
三
宝
に
対
し
て
用

い
る
場
合
の
二
つ
の
場
合
で
あ
る
と

３
）

い
う
。

Ｂ

一
一
八
行
）

父
は
以
某
年
月
日
長
逝
・
母
氏
以
某
年
月
日
没
逝

父
ハ
、
某
ノ
年
月
日
ヲ
以
テ
長
逝
シ
タ
マ
ヒ
、
母
氏
ハ
、
某
ノ
年
月
日
ヲ
以
テ
没
逝
シ
タ
マ
フ
。

Ｃ

一
二
六
〜
一
三
二
行
）

母
氏

逝
）
荷
ニ
ナ
棺

葬
松

丘
）

其
側
作
廬

三
年
自ミ
運
土

作
）
墓
側
ニ
ハ
不

及
）
本モト
結ユヒ

鬢
髪
蓬
乱
フ
ク
タ
メ
ル
ヲ
モ
不
収
カ
キ
モ
ヲ
サ
メ
ス
面

咲
色

身
不
受

香
）
衣

服
キ
テ
茅
ツ
ハ
ナ
ノ
花
ヲ
防フセキ

寒

飲
粥
忍
饑
ヤ
ワ
作
墓
葬
収
了

出
従
廬
到
家
礼
拝
言
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従

奉
別
）
父
君
之
宝

顔
）
不
聞
慈
音
作
久

従
奉
別
母
氏

之
）
紅
容

夜
不
見
玉
儀
而
経
日
月
雖
世

間
ナ
カ
ニ
多
男
而

似
父
君
ニ
男

雖
国
内
多
女
而

似
母
氏
ニ
女

欲
ヒ
シ
物
ヲ

乗
馬
車
而
遊
父
君
カ
慈
山
ニ

我
父
君
ハ
指
テ
カ
何

方国
而
往
ケ
ム
欲
ヒ
シ
物
ヲ
儲
舩
梶
而
遊
母
氏
カ
悲
海
ニ
我
母
氏
ハ
指
テ
カ
何
所

隠
給
ヒ
ニ
ケ
ム

霜
朝
雪
夕
孰
モ
我
□
着
衣
己
ロ
袴
ハ
カ
マ

雨
々
吹
風
之
時
ニ
ハ
孰
カ
我

ニ
）
□
□
□

母
氏
逝
キ
、
棺

ヲ
荷
ヒ
テ
松
ノ
丘
ニ
葬
リ
、
其
ノ
側
ニ
廬
ヲ
作
リ
、
三
年
マ
デ
ニ
自ミツカラ
土
ヲ
運
ビ
テ
墓
ヲ
作
ル
。
側
ニ

ハ
本
結
ニ
及
バ
ズ
、
鬢
髪
ノ
蓬
乱
フ
ク
ダ

メ
ル
ヲ
モ
収
カキモヲサメ

ズ
、
面
ニ
咲
マ
フ
色

ク
、
身
ニ
香
シ
キ
衣
ヲ
受
ケ
ズ
、
茅ツハナ
ノ
花
ヲ

服
テ
寒
サ
ヲ
防
キ
、
粥
ヲ
飲
ミ
テ
饑ヤワ
ヲ
忍
ビ
、
墓
ヲ
作
リ
テ
葬
リ
収
メ
了
リ
ヌ
。
廬
従
リ
出
テ
家
ニ
到
リ
テ
礼
拝
シ
テ
言

ク
、

父
君
ノ
宝
顔
ニ
別
レ
奉
リ
テ
従
リ
、
慈
シ
ビ
ノ
音
ヲ
聞
カ
ヌ
コ
ト
久
シ
ク
作
リ
ヌ
。
母
氏
ノ
紅
容
ニ
別
レ
奉
リ
テ
従
リ
、

夜
ニ
玉
儀
ヲ
見
ズ
シ
テ
日
月
ヲ
経
タ
リ
。
世ヨノ
間ナカ
ニ
男
多
シ
ト
雖
モ
、
父
君
ニ
似
タ
ル
男

シ
、
国
ノ
内
ニ
女
多
シ
ト
雖
モ
、

母
氏
ニ
似
タ
ル
女

シ
。
馬
車
ニ
乗
リ
テ
父
君
ガ
慈
山
ニ
遊
バ
ム
ト
欲
ヒ
シ
モ
ノ
ヲ
、
我
ガ
父
君
ハ
何
レ
ノ
国
ヲ
指
シ
テ

カ
往
ニ
タ
マ
ヒ
ケ
ム
。
舩
梶
ヲ
儲
ケ
テ
母
氏
ガ
悲
海
ニ
遊
バ
ム
ト
欲
ヒ
シ
モ
ノ
ヲ
、
我
ガ
母
氏
ハ
何
レ
ノ
所
ヲ
指
シ
テ
カ

隠
レ
タ
マ
ヒ
ニ
ケ
ム
。

〇「
廬
」＝

「
父
母
の
喪
に
は
、
倚
廬
に
居
り
塗
ら
ず
、
苫
に
寝
ね

に
枕
し
、
喪
事
に
非
ざ
れ
ば
言ものい
は
ず
。
君
は
廬
を

為つく
り
て
之
を
宮
す
。
大
夫
・
士
は
之
をあらはす
」（「
喪
大
記
」、『
礼
記
』）

〇「
茅
花
」＝

チ
ガ
ヤ
。
イ
ネ
科
の
多
年
草
。
晩
春
白
い
花
穂
を
出
す
。

〇「
玉
儀
」＝

母
の
姿
を
い
う
。
第
四
章
に
後
述
す
る
。

四



Ｄ

二
一
一
〜
二
二
八
行
）

カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、
↓
か
ら
↑
ま
で
を
結
ぶ
連
絡
線
の
番
号
。）

／

誓
詞
通
用

思
惟
我
父
母
ヲ
忍
ヒ
寒
テ
ヲ
忍
給
ヒ
熱

代
テ
我
等
ニ
受
苦
目
ヲ

朝
夕
ニ
ハ
奉
令

聞
哭

叫
サ
ケ

音
ヲ
耳
煮
砕
上
タ
リ
御
胸
情
ヲ
耳

如
ク
吉
キ
人
思
ホ
シ
テ
我
等
ヲ

不
大
臣
云

不
后
云

不
太
子
云

不
仏
云

申
セ
ハ
寒
ト
脱
テ
給
ヒ
シ
（
31
↓
）
父
公
ハ

我
ハ
不
ト
モ
着
而
着
セ
ム
ト
ソ
宣
ケ
ル
我
子
ニ
ヲ

（
↑
31
）
申
セ
ハ
飢
ヤ
ワ
分
ワ
ケ
テ
給
ヒ
シ

ヒタリ

（
32
↓
）
母
氏
ハ

我
ハ
不
ト
モ
食
而
給
ト
ソ
宣
ケ
ル
我
子
ニ
ヲ
（
↑
32
）
父
公
カ
摩
給
ヒ
シ

頭
ハ
不
ネ
ハ
坐
父
公

摩カキ
人
モ

母
氏
整
ツ
ク
ロ
ヒ
給
ヒ
シ
儀
ハ
不
ネ
ハ
坐
母
氏

整
人
モ
（
33
↓
）
見
ト
モ

見
ト
モ
不
物
ハ
飽
足

父
公
カ
愛
メ
ク
ラ
ニ
念
オ
モ
ホ
セ
リ
シ
御
貌
ナ
リ

聞
ト
モ
聞
ト
モ
不
物
ハ
飽

母
氏
カ
我
子
ト
召
シ
ヽ
御
音
ナ
リ
云

屯
輪
摩
カ
琴
モ
（
34
↓
）

擦
消
カ
）

雖
麗
而
（
↑
34
）
益
メ
ヤ

父
公
カ
慈
ノ
麗

輪
王

モ
（
35
↓
）

擦
消
カ
）

雖
（
↑
35
）
益
ス
キ
メ
ヤ
母
氏
カ
悲
厚
ニ
云
々
（
↑
33
）
大
悲
ノ
芳
懐
ヲ
為
昼
夜
之
眠
所
大
恩
両
膝
ヲ

為
朝
夕
之
遊
庭

含
ミ
慈
ヲ
相
ヒ
咲
ヱ
マ
ヒ
給
ヒ
シ
紅
ノ
貌ミ
ヲ
モ
今
モ
見
テ
シ
カ
モ
ヤ

撫
首
ヲ

扣
給
ヒ
ツ
ヽ
背
ヲ

怜
ト
宣
ヒ
シ
音ミ
ヲ
モ
今
モ
聞
テ
シ
カ
モ
ヤ

鳥
獣
ス
ラ
見
テ
ハ
祖
ヲ
喜ヨロ
物
ヲ

不
シ
テ
奉

父
君
成
ケ
ル
久
ソ

不
シ
テ
奉
聞
母
氏
ヲ
歴
ケ
ル
年
月
ソ
（
36
↓
）
雨
々
吹

風
之
時
ニ
モ
坐
セ
ハ
父
君
シ
不
思
物
モ

露
霜
置
キ
（
↑
36
）
可
坐
彩
ク

陀
尓

団

リ
ニ
ノ
紅
貌ミ
ハ

由
テ
ソ
吾
曹
ニ
成
給
ヒ
タ
ル
麻
影
ニ

可
坐
安
ニ
柔
軟
ノ
玉
胸ミ
ハ
由
テ
ソ
我
等
ニ

給成
タ
ル

干
カ
ラ
山
ニ
（
37
↓
）
霜シモノ
暁
アカトキ

雪ノ
夕
ニ
ハ
坐
セ
ハ
父
公
シ
不
念
物
モ

降フリ
雨
吹
風
時
ニ
モ
坐
セ
ハ
母
氏
シ

憂
モ
（
↑
37
）
万
ノ
物
ノ
子
雖
愛
ツ
ミ
カ
タ
シ
ト
父
公
ハ
不
宣
愛
ツ
ミ
カ
タ
シ
ト
モ

キ
一
ノ
利
モ
子
友

等
ヲ
己
ソ
宣
ケ
レ
愛
ト
ハ

千
ノ

雖
有
母
氏
ハ
不
宣

ト
モ
愚
オ
癡カ
ナ
ル
子
友
等
ヲ
己
ソ

『東大寺諷誦文稿』の「母氏」について

五



宣
ケ
レ

ト
ハ
云
々

百
石
云

八
十
石
云

乳
房
之
恩
未
報モ
上

三
千
六
百
日
之
内
守
長
之
恩

都
未
究
上

誓
詞
通
用

我
ガ
父
母
ヲ
思オモ
惟ヒ
ミ
レ
バ
、
寒イテ
ヲ
忍
ビ
、
熱
キ
ヲ
忍
ビ
タ
マ
ヒ
、
我
等
ニ
代
リ
テ
苦
シ
キ
目
ヲ
受
ケ
、
朝
夕
ニ
ハ
哭
キ
叫サケ

ブ
音
ヲ
ノ
ミ
聞
カ
令
メ
奉
リ
、
御
胸
情
ヲ
ノ
ミ
煮
砕
キ
タ
テ
マ
ツ
リ
タ
リ
。
吉
キ
人
ノ
如
ク
我
等
ヲ
思
ホ
シ
テ
、
大
臣
ナ

ラ
ズ
、
后
ナ
ラ
ズ
、
云
。
太
子
ナ
ラ
ズ
、
仏
ナ
ラ
ズ
、
云
。
寒
シ
ト
申
セ
バ
脱
キ
テ
給
ヒ
シ
（
31
↓
）
父
公
ハ
、
我
ハ
着

ズ
ト
モ
我
子
ニ
ヲ
着
セ
ム
ト
ソ
ノ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
（
↑
31
）、
飢ヤワ
シ
ト
申
セ
バ
分ワ
ケ
テ
給
ヒ
シ
（
ヒ
タ
リ
シ
）（
32
↓
）
母
氏
ハ
、

我
ハ
食
ハ
ズ
ト
モ
我
子
ニ
ヲ
給
ハ
ム
ト
ソ
ノ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
（
↑
32
）。
父
公
ガ
摩カ
キ
タ
マ
ヒ
シ
頭
ハ
、
父
公
坐
サ
ネ
バ
、

摩
キ
タ
マ
フ
人
モ

シ
。
母
氏
ガ
整ツクロ
ヒ
タ
マ
ヒ
シ
儀
ハ
、
母
氏
坐
サ
ネ
バ
、
整
フ
人
モ

シ
。（
33
↓
）
見
レ
ド
モ
見
レ

ド
モ
飽
キ
足
ラ
ヌ
モ
ノ
ハ
、
父
公
ガ
愛メグラニ
念オモ
ホ
セ
リ
シ
御
貌
ナ
リ
。
聞
ケ
ド
モ
聞
ケ
ド
モ
飽
カ
ヌ
モ
ノ
ハ
、
母
氏
ガ
我
ガ

子
ト
召
シ
ヽ
御
音
ナ
リ
、
云
。
屯
輪
摩
ガ
琴
モ
（
34
↓
）
麗
シ
ト
雖
モ
（
↑
34
）、
父
公
ガ
慈
シ
ビ
ノ
麗
シ
キ
ニ
益
ギ
メ
ヤ
、

輪
王
ガカハコロモモ
（
35
↓
）
雖
モ
（
↑
35
）、
母
氏
ガ
悲
シ
ビ
ノ
厚
キ
ニ
益ス
ギ
メ
ヤ
（
↑
33
）。
大
悲
ノ
芳
懐
ヲ
昼
夜
ノ
眠
ル
所

ト
シ
、
大
恩
ノ
両
膝
ヲ
朝
夕
ノ
遊
ノ
庭
ト
シ
、
慈
シ
ビ
ヲ
含
ミ
テ
相
ヒ
咲
ヒ
タ
マ
ヒ
シ
紅
ノ
貌ミカホヲ
モ
、
今
モ
見
テ
シ
カ
モ

ヤ
、
首
ヲ
撫
デ
背
ヲ
叩
キ
タ
マ
ヒ
ツ
ヽ
、
オモ

怜シロ
シ
ト
ノ
タ
マ
ヒ
シ
音ミコヱヲ
モ
、
今
モ
聞
キ
テ
シ
カ
モ
ヤ
、
鳥
獣
ス
ラ
祖
ヲ
見

テ
ハ
喜
ブ
ル
モ
ノ
ヲ
、
父
君
ヲ

奉
ラ
ズ
シ
テ
久
シ
ク
ソ
成
リ
ケ
ル
、
母
氏
ヲ
聞
キ
奉
ラ
ズ
シ
テ
、
年
月
ソ
歴
ケ
ル
。

（
36
↓
）
雨
々
リ
風
吹
ク
時
ニ
モ
、
父
君
シ
坐
セ
バ
物
モ
思
ハ
ズ
、
露
霜
置
キ
、（
↑
36
）
彩ウルハ
シ
ク
坐
ス
ベ
キ
団ダニ
リニ

ノ
紅
ノ

貌
ハ
、
吾
ガ
曹
トモガラニ

由
リ
テ
ソ
麻アサ
影カゲ
ニ
成
リ
タ
マ
ヒ
タ
ル
。
安
ラ
カ
ニ
坐
ス
ベ
キ
柔
軟
ノ
玉
ノ
胸ミムネハ
、
我
等
ニ
由
リ
テ
ソ
干カラ
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山ヤマ
ニ
成
リ
タ
マ
ヒ
タ
ル
。（
37
↓
）
霜
ノ
暁
雪
ノ
夕
ニ
ハ
、
父
公
シ
坐
セ
バ
物
モ
念
ハ
ズ
、
雨
降フ
リ
風
吹
ク
時
ニ
モ
、
母

氏
シ
坐
セ
バ
憂
ヘ
モ

シ
（
↑
37
）。
万
ノ
物
ノ
子
、
愛ムツミカ
タ
シ
ト
雖
モ
、
父
公
ハ
愛
ムツミカタシ

ト
モ
宣
ハ
ズ
。
一
ノ
利
モ

キ

子
ド
モ
等
ヲ
コ
ソ
愛
シ
ト
ハ
宣
ヒ
ケ
レ
。
千
ノ

有
リ
ト
雖
モ
、
母
氏
ハ

ト
モ
宣
ハ
ズ
。
愚オロカニ
癡
カタクナナ

ル
子
ド
モ
等
ヲ
コ

ソ

ト
ハ
宣
ヒ
ケ
レ
、
云
々
。

百
石
云
。
八
十
石
云
。
乳
房
ノ
恩
、（
一
モ
）
報
イ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ズ
。
三
千
六
百
日
ノ
内
ニ
長
キ
ヲ
守
リ
タ
マ
ヒ
シ
恩
、

（
都カツ
テ
）
究
メ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ズ
。

〇「
屯
輪
摩
ガ
琴
」＝

『
大
智
度
論
』
巻
第
十
に
、「
屯
崙
摩

陀
羅
王
・

婆
王
の
如
き
は
、
仏
の
所
に
至
り
、
琴
を

弾
じ
て
仏
を
讃
じ
、
三
千
世
界
皆
為
に
震
動
し
、
乃
至
摩
訶
迦
葉
も
其
坐
に
安
ぜ
ざ
り
き
」
と
あ
る
。

〇「
輪
王
ガ

」＝

輪
王
は
転
輪
聖
王
。「

（
か
わ
ご
ろ
も
）」
は
毛
皮
で
作
っ
た
衣
。
転
輪
聖
王
は
七
宝
（
金
輪
・
白

象
・
紺
馬
・
神
珠
・
玉
女
・
居
士
・
主
兵
）
を
成
就
す
る
と
い
わ
れ
、『
大
薩
遮
尼
乾
子
経
所
説
経
』
は
、
そ
の
他
に

ま
た
七
つ
の
軟
宝
（
剣
・
皮
・
床
・
園
・
舎
・
衣
・
足
所
用
）
が
あ
る
と
す
る
。
そ
の
中
の
「
皮
宝
」
は
海
龍
王
の
皮

で
、
広
大
で
寒
熱
を
遮
り
王
処
に
従
っ
て
移
動
す
る
も
の
、「
衣
宝
」
は
柔
軟
で
汚
れ
ず
、
寒
熱
・
餓
渇
・
病
痩
・

憂
悩
・
疲

を
防
ぐ
と
い
う
も
の
。

〇「
団ダニリニ
」＝

「
陀
尓団

リ
尓
」
は
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
唯
一
の
字
音
付
記
。「
尓
」
は
「
Ｎ
」
尾
子
音
。

〇「
麻アサ
影カゲ
」＝

「
あ
さ
か
げ
（
朝
影
）」
は
明
け
方
の
薄
明
の
こ
と
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
で
き
る
淡
く
細
長
い
影
。
や
せ
細

っ
た
姿
を
い
う
。『
萬
葉
集
』
に
六
例
見
え
る
。「
朝
影
に
我
が
身
は
な
り
ぬ
玉
か
き
る
ほ
の
か
に
見
え
て
去
に
し
子

ゆ
ゑ
に
」（
巻
第
十
一
、
二
三
九
四
）
な
ど
。

『東大寺諷誦文稿』の「母氏」について
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〇「
百
石
云
。
八
十
石
云
。
乳
房
ノ
恩
、（
一
モ
）
報
イ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ズ
」＝

百
石
賛
嘆
「
モ
モ
サ
ク
ニ
ヤ
ソ
サ
ク
ソ
ヘ

テ
タ
マ
ヘ
テ
シ
チ
ブ
サ
ノ
ム
ク
イ
ケ
フ
セ
ス
ハ
イ
ツ
カ
ワ
ガ
セ
ン
ト
シ
ハ
ヲ
ツ
サ
ヨ
ハ
ヘ
ニ
ツ
ツ
」（『
三
宝
絵
』
下
、

灌
仏
）
に
類
似
す
る
が
、
直
接
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
。『
中
陰
経
』『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
に
出
典
が
も

と
め
ら
れ
る
。

Ｅ

二
五
六
〜
二
五
九
行
）

一
偏

帳
）

『

』
カ
タ
道
間
ニ
己
ソ
覆
隠
セ

至
荒
野
時
ニ
ハ
出
従
棺
ス
ヽ
リ
跡
枕
ニ
付
松
火
ヲ
作
炬
タ
キ
ツ
ケ
ト
己
ソ

父
公
カ

ト
シ
給
ヒ
シ

不
見
楚
イ
ラ
ナ
キ
目
ハ
云

都
不
念

母
氏
カ
走
火
ニ
タ
ニ
不
ト
当

以
ソ
物
部
ノ
利
ト
キ
木
ヲ

指
ツ
ク
指
ツ
ク
ソ
指
ツ
キ
腕
マ
ロ
ハ
シ
焼
ケ
ル
云

不
知

母
氏
失
ナ
ハ
殺
テ
髪
念
物
ヲ

父
公
カ
失
ナ
ハ
空
御
気
机
ヲ
戴

己
ソ
念
奉
送
云
々

一
偏
ノ
帳
カタビラデ

道
間
ニ
コ
ソ
覆
ヒ
隠
セ
。
荒
野
ニ
至
ル
時
ニ
ハ
、
棺ススリヨ
リ
出
シ
、
跡
枕
ニ
松
ノ
火
ヲ
付
ケ
、
炬
タキツケト

コ
ソ
作
セ
。

父
公
ガ
楚イラナキ
目
ハ
見
セ
ジ
ト
シ
タ
マ
ヒ
シ
、
云
。
都
テ
念
ハ
ズ
。
母
氏
ガ
走
火
ニ
ダ
ニ
当
テ
ジ
ト
。
物
部
ノ
利ト
キ
木
ヲ
以

テ
ソ
、
指ツ
ク
指
ク
ソ
指
キ
腕マロバシ
焼
キ
ケ
ル
、
云
。
知
ラ
ズ
、
母
氏
ガ
失
セ
タ
マ
ヒ
ナ
バ
、
髪
ヲ
殺ソ
キ
テ
ム
ト
オ
モ
ヒ
シ
モ

ノ
ヲ
、
父
公
ガ
失
セ
タ
マ
ヒ
ナ
バ
、
空
シ
キ
御
気
机
ヲ
戴
キ
テ
コ
ソ
送
リ
奉
ラ
メ
ト
念
ヒ
シ
モ
ノ
ヲ
、
云
々
。

〇「
帳
」＝

棺
を
蔽
う
と
ば
り
。
第
六
章
に
後
述
す
る
。

〇「
棺ススリ」＝

「
す
す
り
（
棺
）」
は
他
に
例
を
見
な
い
語
。

〇「
跡
枕
」＝

足
元
と
枕
元
。
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〇「
楚イラナキ
目
」＝

「
い
ら
な
し
」
は
つ
ら
い
、
心
苦
し
い
。

〇「
走
火
」＝

ぱ
ち
ぱ
ち
と
は
ね
る
火
。

〇「
物
部
」＝

も
の
の
べ
、
ま
た
は
、
も
の
の
ふ
。
警
備
、
刑
罰
な
ど
を
職
掌
と
す
る
者
た
ち
を
い
う
。
第
六
章
に
後
述

す
る
。

〇「
髪
ヲ
殺
キ
テ
ム
ト
」＝

髪
を
そ
い
で
出
家
し
よ
う
と
。「
そ
ぐ
」
古
く
は
「
ソ
ク
」。

〇「
御
気
机
」＝

死
者
に
供
え
る
食
事
（
御み
食け
）
を
載
せ
る
机
。

三

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
、「
母
氏
」
は
十
七
回
、「
父
公
」
が
八
回
、「
父
君
」
が
六
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
父
」
は
八
回
、

「
母
」
は
六
回
、「
父
母
」
は
十
五
回
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
に
「
盲
父
」（
八
九
行
に
二
回
）、「
老
母
」（
九
〇
行
）、「
慈
父
」

（
一
三
三
行
）、「
恩
母
」（
一
三
三
行
）、「
老
父
母
」（
三
二
八
行
）
が
あ
る
。
ま
た
、「
先
考
」「
先

」（
三
三
・
三
四
行
）
も

４
）

あ
る
。

接
尾
辞
の
つ
か
な
い
「
父
」「
母
」
は
、
経
典
や
孝
子
伝
の
引
用
な
ど
に
多
く
、
檀
主
の
親
を
指
す
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
母
氏
」

「
父
君
」「
父
公
」
ま
た
は
、「
父
ノ
公
」（
八
六
・
二
六
一
行
）、「
母
ノ
公
」（
二
六
一
行
）
で
あ
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
章
で

は
、
亡
父
母
の
尊
称
と
し
て
「
母
氏
」「
父
君
・
父
公
」
を
用
い
る
の
が
通
例
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
父
君
」「
母
氏
」
に
つ
い
て
、
中
田
氏
は
「
古
い
漢
文
訓
読
に
は
聞
き
な
れ
な

５
）

い
語
」
と
し
、
築
島
氏
は
「
漢
文
本
来
の
で
は
な

く
て
、
国
語
を
書
く
為
に
工
夫
さ
れ
た
と
見
る
よ
り
他
な
い
も
の
」
と
し
て
、「
山
坂
」「
母
氏
」「
父
君
」「
世
中
」「
山
藁
沓
」「
火ほ

『東大寺諷誦文稿』の「母氏」について
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村むら
」「
高たか
御み
倉くら
」
な
ど
の
例
を
あ
げ
て

６
）

い
る
。

前
述
の
よ
う
に
、「
父ちち
公ぎみ
」
は
、
和
語
と
し
て
『
萬
葉
集
』
巻
第
六
に
一
例
み
ら
れ
、「
母はは
刀と
自じ
」（

刀
自
）
と
い
う
語
と
共
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。「
は
は
と
じ
」
の
「
と
じ
（
刀
自
）」
は
、
一
族
を
束
ね
る
主
婦
の
こ
と
で
、「
ち
ち
ぎ
み
」「
は
は
と
じ
」
は
敬

愛
を
込
め
た
呼
称
の
よ
う
で
あ
る
。

父ちちぎみ
に

我
は
愛まな
子こ
ぞ

はは
刀と
自じ
に

我
は
愛
子
ぞ

参
上
る

八
十
氏
人
の

手た
向むけ
す
る

恐かしこの
坂
に

幣ぬさ
奉
り

我
は
ぞ

追
へ
る

遠
き
土
佐
道
を

（
巻
第
六
、
一
〇
二
二
「
石
上
乙
麻
呂
卿
、
配
土
佐
国
之
時
歌
三
首

短
歌
）

こ
の
歌
は
、
天
平
年
間
（
七
二
九
〜
七
四
九
）、
石
上
乙
麻
呂
が
姦
通
の
罪
で
土
佐
に
配
さ
れ
る
時
の
歌
で
あ
る
が
、
乙
麻
呂
の
自
作

で
は
な
く
、
こ
の
事
件
を
題
材
に
し
て
歌
わ
れ
た
歌
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
は
は
と
じ
」
は
、
防
人
の
歌
の
中
に
も
う
一
例
見
ら

れ
る
。真

木
柱
ほ
め
て
造
れ
る
殿
の
ご
と
い
ま
せ
波は
は

刀と
自じ
面
変
わ
り
せ
ず

（
巻
第
二
十
、
四
三
四
二
）

「
ち
ち
ぎ
み
」
は
、
平
安
文
献
の
中
で
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、「
は
は
と
じ
」
は
ほ
と
ん
ど
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。「
母はは
氏うじ
」
は
、
上
代
文
献
に
も
平
安
以
後
の
和
歌
和
文
の
中
に
も
未
見
で
、「
は
は
う
ぢ
」
と
訓
む
べ
き
例
は
『
東
大
寺
諷
誦

文
稿
』
の
み
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
漢
語
と
し
て
の
「
母
氏
」
は
、
漢
籍
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

凱
風
自
南

吹
彼
棘
心

棘
心
夭
夭

母
氏

労

凱
風
自
南

吹
彼
棘
薪

母
氏
聖
善

我
無
令
人

爰
有
寒
泉

在
浚
之
下

有
子
七
人

母
氏
労
苦

眼

黄
鳥

載
好
其
音

有
子
七
人

莫
慰
母
心

一〇



（「
凱
風
」、『
詩
経
』
国
風
、

風
）

子
有
故
於
玄
鳥

、
帰
母
氏
而
後
寧
。

（「
思
玄
賦
」、『
文
選
』
巻
第
十
五
）

こ
の
よ
う
に
「
母
氏
」
は
、『
詩
経
』『
文
選
』
に
見
え
る
の
で
、
上
代
に
す
で
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
漢
語
で
あ
る
。
唐
代

の
仏
教
関
係
の
典
籍
に
も
み
ら
れ
る
。

大
師
法
諱
不
空
。
北
天
竺
婆
羅
門
子
也
。
初
母
氏
遇
相
者
曰
。
爾
汝
必
当
生
菩
提
薩
埵
也
。

（『
代
宗
朝
贈
司
空
大
弁
正
広
智
三
蔵
和
上
表
制
集
』
巻
第
四
）

奪
懐
袖
之
深
愛
。
爾
母
氏
之
麗
人
。

（「
傷
愛
子
賦
」、『
広
弘
明
集
』
巻
第
二
十
九
）

『
代
宗
朝
贈
司
空
大
弁
正
広
智
三
蔵
和
上
表
制
集
』（『
表
制
集
』）
は
、
空
海
の
『
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
』
巻
第
二
の
第
六
祖
不

空
伝
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

第
六
の
祖
は
、『
貞
元
新
定
釈
教
録
』
及
び
大
弁
正
三
蔵
の
『
表
制
集
』
等
を
按
ず
る
に
い
は
く
、
大
唐
特
進
試
鴻

卿
・

加
開
府
儀
同
三
司
・
封
粛
国
公
食
邑
三
千
戸
・
贈
司
空
・
諡
大
弁
正
広
智
不
空
三
蔵
和
上
は
南
天
竺
国
の
人
な
り
。
法
の
諱
は

智
蔵
、
大
広
智
不
空
金
剛
と
号
す
。
計
る
に
大
唐
神
龍
元
年
乙
巳
の
歳
に
当
っ
て
誕
跡
せ
り
。

「
初
め
母
氏
、
相
者
に
遇
ふ
。
い
は
く
、
爾なんぢ、
必
ず
当
に
菩
提
薩
埵
を
生
む
べ
し
と
な
り
。
言
已
っ
て
す
な
は
ち
失
せ
ぬ
。

数
日
の
後
、
果
し
て
夢
み
ら
く
、
仏
微
笑
し
て
眼
光
頂
に
灌
ぐ
と
。
既
に

め
て
猶
、
覚
ゆ
、
室
の
明
ら
か
な
る
こ
と
昼
の
如

し
。
因
っ
て
孕
め
り
。」

『
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
』
の
成
立
は
弘
仁
六
年
以
後
十
二
年
を
下
限
と
す
る
と
い
う
こ
と
な

７
）

の
で
、
我
が
国
に
お
け
る
「
母
氏
」

の
使
用
例
と
し
て
、
お
そ
ら
く
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
先
立
つ
も
の
で

８
）

あ
る
。
ま
た
、
後
世
の
表
白
文
に
も
用
例
が
あ
る
。

『東大寺諷誦文稿』の「母氏」について
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人
於
痛
、
世
以
惜
之
、
況
宸
儀
御
歯
纔
十
六
歳
、
母
氏
仙
齢

（
東
寺
宝
菩
提
院
本
『
公
請
表
白
』）

表
白
文
は
漢
文
体
を
基
本
と
す
る
の
で
、
母
氏
は
「
は
は
う
ぢ
」
で
は
な
く
、
漢
語
と
し
て
音
読
し
た
と
思
わ
れ
る
。『
東
大
寺

諷
誦
文
稿
』
の
「
母
氏
」
は
、
和
語
で
は
な
く
、
漢
語
の
訓
読
語
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
以
外
に
「
は
は
う
ぢ
」

と
訓
ん
だ
と
思
わ
れ
る
用
例
は
未
見
な
の
で
、
訓
読
語
と
し
て
は
定
着
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
章
は
、「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
な
ど
の
敬
語
や
、
助
詞
「
テ
シ
カ
モ
ヤ
」「
ケ
リ
」
な
ど
の
和
文
脈
的
な
語

が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
漢
文
訓
読
調
で
あ
る
。
表
音
表
記
は
万
葉
仮
名
や
平
仮
名
で
は
な
く
、
す
べ
て
片
仮
名
で

あ
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
先
行
す
る
仮
名
混
じ
り
文
と
し
て
宣
命
体
が
あ
る
が
、
語
序
や
助
辞
等
の
付
け
方
か
ら
、
中
田
氏

は
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
漢
文
訓
読
文
の
系
統
で
あ
り
、
宣
命
体
と
は
明
ら
か
に
別
系
統
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、「
片

仮
名
が
成
立
し
て
、
当
初
は
漢
文
訓
読
語
調
の
文
脈
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
に
習
熟
す
る
に
従
っ
て
、
や
が
て
こ
れ
を
和

文
に
も
及
ぼ
し
た
も
の
」
と
述
べ
て

９
）

い
る
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
漢
文
訓
読
調
を
基
調
と
す
る
文
章
の
た
め
、
訓
読
語
「
母
氏
」
が
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

「
ち
ち
ぎ
み
」
は
和
語
で
あ
る
。
漢
籍
で
は
「
母
氏
」
は
単
独
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、「
父
氏
」
な
ど
の
対
に
な
る
語
は
見
当
た
ら
な

い
の
で
、
法
会
用
の
文
章
作
成
の
際
に
、「
は
は
う
ぢ
」
に
対
応
す
る
語
が
求
め
ら
れ
、
和
語
「
ち
ち
ぎ
み
」
が
採
択
さ
れ
た
も
の

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

訓
読
語
「
は
は
ぎ
み
」
と
和
語
「
ち
ち
ぎ
み
」
が
並
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
章
の
特
性
が
あ
ら

わ
れ
て
い
よ
う
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
読
み
あ
げ
る
た
め
の
文
章
と
思
わ
れ
る
の
で
、
一
回
性
の
口
頭
言
語
と
し
て
、
制
約
に

と
ら
わ
れ
な
い
、
実
験
的
な
表
現
も
許
容
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。「
朗
読
」
と
い
う
文
章
語
と
口
頭
語
の
混
合
的
な
言
語
活
動
が
、
和
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漢
混
淆
文
の
成
立
の
た
め
の
、
一
種
の
温
床
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

四

「
母
氏
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
Ａ
〜
Ｅ
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
中
で
も
、
和
文
脈
的
な
表
現
が
強
い
部
分
で
あ
る
。
初
出

（
Ａ
、
一
〇
〇
行
）
は
、
墨
の
斜
線
で
抹
消
さ
れ
た
箇
所
（
八
〇
行
か
ら
一
二
二
行
）
の
中
に
あ
る
。
法
会
で
使
用
さ
れ
た
後
、
保
存

不
要
の
文
章
と
し
て
斜
線
が
引
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
檀
主
の
父
母
の
追
善
の
た
め
に
、
薬
師
如
来
と
法
華
経
を
供
養
す
る
法
会
の

文
章
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
出
だ
し
は
次
の
よ
う
な
文
章
で
、「
旦
主
某
甲
」
と
あ
り
、
檀
主
の
氏
名
を
必
要
に
応
じ
て
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。

今
日
旦
主
某
甲
、
三
尊
ノ
福
庭
ヲ
掃ハラ
ヒ
ソソ

キ
、
四
徳
ノ
宝
殿
ヲ
荘
厳
シ
、
薬
師
如
来
ヲ
心
ノ
内
ニ
謹
敬
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
。
法
華

一
乗
経
、
堪
能
ノ
供
具
ヲ
三
業
ノ
頂
ニ
捧
ケ
、
薬
師
如
来
ヲ
供
養
シ
タ
テ
マ
ツ
リ
、
八
講
ノ
法
会
ヲ
奉
仕
セ
ム
ト
志
ス
者
ハ
、

云
。
夫
レ
報
恩
ノ
高
行
、
世
雄
ノ
尊
徳
ハ
魏
々
ト
シ
テ
測
リ
難
シ
。
大
乗
ノ
妙
典
ハ
、
蕩
々
ト
シ
テ
双
フ
ル
コ
ト
牢カタ
シ
。（
八

〇
〜
八
二
行
）

こ
の
後
、「
四
恩
ノ
中
ニ
報
イ
難
ク
窮
メ
難
キ
ハ
父
母
ノ
恩
ニ
ハ
過
ギ
ズ
」（
八
五
行
）
と
あ
り
、
仏
典
や
孝
子
伝
の
故
事
を
引
い

て
、
親
の
恩
を
説
い
て
い
る
。

伏
シ
テ
惟
ミ
レ
ハ
、
旦
主
、
性ヒト
為トナ
リ
、
仏
心
ヲ
具
ヘ
テ
深
ク
世
網
ヲ
厭
ヒ
、
自
然
ニ
悲
智
ヲ
韜ツヽ
ミ
テ
厚
ク
浄
行
ヲ
好
ム
。
幼
キ

時
ニ
某
ノ
芳
懐
ヲ
離
レ
、（
九
五
行
）

『東大寺諷誦文稿』の「母氏」について

一三



こ
の
後
に
一
行
分
の
余
白
を
置
い
て
、
幼
時
に
親
元
を
離
れ
て
仏
道
に
入
っ
た
「
旦
主
」
が
、
浄
行
に
励
ん
だ
様
子
が
述
べ
ら
れ

る
。「
旦
主
」
は
幼
時
に
出
家
し
た
僧
で
あ
る
こ
と
、「
某
」
は
「
旦
主
」
の
親
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
Ａ
の
部
分
に
続

き
、

Ａ

朝
ニ
ハ
岑
ノ
上
ニ
俳タヽスミ
テ
、
雲
霞
ノ
飛
ビ
交
フ
ヲ
見
て
（
父
公
ヲ
憶
ヒ
）、
夕
ニ
ハ
谷
ノ
底
ニ
居
テ
、
禽
獣
ノ
鳴
キ
遊
ブ
ヲ

聞
キ
テ
、（
母
氏
ヲ
思
ヒ
出
デ
タ
テ
マ
ツ
ル
）。
是
ノ
如
ク
出
離
ス
ル
ト
雖
モ
、
父
母
ヲ
恋
ヒ
慕
ヒ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、
朝
夕
ニ
忍
ビ

難
シ
。
此
ニ
、
本
郷
ニ
帰
リ
至
リ
、
云
。（
九
九
〜
一
〇
〇
行
）

出
家
し
て
修
行
に
励
ん
で
い
て
も
、
父
母
へ
の
恋
慕
は
忍
び
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
父
公
ヲ
憶
ヒ
」「
母
氏
ヲ
思
ヒ
出

テ
タ
テ
マ
ツ
ル
」
は
、
本
文
の
傍
に
朱
で
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

一
〇
〇
行
の
後
に
ま
た
一
行
分
の
空
白
が
あ
る
。
一
〇
一
行
以
下
は
、
人
の
命
の
無
常
を
説
き
、
父
母
の
安
楽
と
、
本
人
と
村
里

道
俗
の
人
々
の
薬
師
如
来
の
浄
瑠
璃
浄
土
往
生
を
願
う
文
章
が
続
く
。

Ｂ

父
ハ
、
某
ノ
年
月
日
ヲ
以
テ
長
逝
シ
タ
マ
ヒ
、
母
氏
ハ
、
某
ノ
年
月
日
ヲ
以
テ
没
逝
シ
タ
マ
フ
。（
一
一
八
行
）

こ
こ
で
は
、「
父
公
」
で
は
な
く
「
父
」
と
「
母
氏
」
が
対
応
し
て
い
る
。

一
二
三
行
以
下
一
三
二
行
ま
で
は
、
小
刀
か
何
か
で
紙
が
削
ら
れ
て
擦
消
さ
れ
た
部
分
で
、
そ
の
中
に
Ｃ
が
含
ま
れ
る
。
内
容
は

Ａ
Ｂ
と
同
じ
法
会
の
文
章
の
続
き
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
檀
主
の
母
が
「
歳
々
ニ
病
ニ
臥
シ
」（
一
二
三
行
）、「
情
耄ホ
レ
、

魂
迷
ヒ
テ
、
依
ル
所
ヲ
知
ラ
ズ
、
形
悴スヽ
ケ
躰
費
エ
テ
、
安
キ
色

シ
。
妻
ト
久
シ
ク
安
ミ
セ
ズ
、
客
ト
長
ク
談
ラ
ハ
ズ
」（
一
二
四

〜
一
二
五
行
）
と
、
古
今
全
く
変
わ
ら
ぬ
介
護
の
苦
悩
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｃ
に
続
く
。

Ｃ

母
氏
逝
キ
、
棺

ヲ
荷
ヒ
テ
松
ノ
丘
ニ
葬
リ
、
其
ノ
側
ニ
廬
ヲ
作
リ
、
三
年
マ
デ
ニ
自ミツカラ
土
ヲ
運
ビ
テ
墓
ヲ
作
ル
。
側
ニ
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ハ
本
結
ニ
及
バ
ズ
、
鬢
髪
ノ
蓬
乱
メ
ル
ヲ
モ
収
メ
ズ
、
面
ニ
咲
マ
フ
色

ク
、
身
ニ
香
シ
キ
衣
ヲ
受
ケ
ズ
、
茅
ノ
花
ヲ
服
テ
寒

サ
ヲ
防
キ
、
粥
ヲ
飲
ミ
テ
饑ヤワ
ヲ
忍
ビ
、
墓
ヲ
作
リ
テ
葬
リ
収
メ
了
リ
ヌ
。
廬
従
リ
出
テ
家
ニ
到
リ
テ
礼
拝
シ
テ
言
ク
、
父
君
ノ

宝
顔
ニ
別
レ
奉
リ
テ
従
リ
、
慈
シ
ビ
ノ
音
ヲ
聞
カ
ヌ
コ
ト
久
シ
ク
作
リ
ヌ
。
母
氏
ノ
紅
容
ニ
別
レ
奉
リ
テ
従
リ
、
夜
ニ
玉
儀
ヲ

見
ズ
シ
テ
日
月
ヲ
経
タ
リ
。
世ヨノ
間ナカ
ニ
男
多
シ
ト
雖
モ
、
父

ニ
似
タ
ル
男

シ
、
国
ノ
内
ニ
女
多
シ
ト
雖
モ
、

氏
ニ
似
タ
ル

女

シ
。
馬
車
ニ
乗
リ
テ
父
君
ガ
慈
山
ニ
遊
バ
ム
ト
欲
ヒ
シ
モ
ノ
ヲ
我
ガ
父
君
ハ
何
レ
ノ
国
ヲ
指
シ
テ
カ
往
ニ
タ
マ
ヒ
ケ
ム
。

舩
梶
ヲ
儲
ケ
テ
母
氏
ガ
悲
海
ニ
遊
バ
ム
ト
欲
ヒ
シ
モ
ノ
ヲ
、
我
ガ
母
氏
ハ
何
レ
ノ
所
ヲ
指
シ
テ
カ
隠
レ
タ
マ
ヒ
ニ
ケ
ム
。（
一

二
六
〜
一
三
二
行
）

傍
線
部
「
其
ノ
側
ニ
廬
ヲ
作
リ
」
は
、
釈
文
の
注
に
『
礼
記
』
を
引
い
た
よ
う
に
、
墓
の
そ
ば
に
庵
を
建
て
て
喪
を
過
ご
す
と
い

う
中
国
古
来
の
風
習
に
ち
な
ん
で
い
る
。
小
峯
和
明
氏
は
、
親
の
亡
骸
を
埋
葬
す
る
た
め
に
、
庵
を
結
ん
で
墓
を
造
る
と
い
う
例
が
、

『
孝
子
伝
』
系
の
説
話
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

10
）

い
る
。

Ｃ
の
傍
線
部
「
世よの
間なか
ニ
男
多
シ
ト
雖
モ
、
父
君
ニ
似
タ
ル
男

シ
、
国
ノ
内
ニ
女
多
シ
ト
雖
モ
、
母
氏
ニ
似
タ
ル
女

シ
」
は
、

『
萬
葉
集
』
の
相
聞
や
挽
歌
に
み
ら
れ
る
恋
慕
の
表
現
に
似
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
柿
本
人
麻
呂
の
泣
血
哀
慟
歌
に
は
次
の
よ
う
に

歌
わ
れ
て
い
る
。

…
玉

の

道
行
き
人
も

ひ
と
り
だ
に

似
て
し
行
か
ね
ば

す
べ
を
な
み

妹
が
名
呼
び
て

袖
そ
振
り
つ
る

（「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
妻
死
之
後
泣
血
哀
慟
作
歌
」
巻
第
二
、
挽
歌
、
二
〇
七
）

そ
の
ほ
か
に
も
万
葉
歌
に
は
、
類
似
の
発
想
の
表
現
が
た
び
た
び
み
ら
れ
る
。

神
代
よ
り

生あ
れ
継
ぎ
来
れ
ば

人
多さは
に

国
に
は
満
ち
て

あ
ぢ

の

通
ひ
は

け
ど

我

恋
ふ
る

に
し
あ
ら
ね

『東大寺諷誦文稿』の「母氏」について
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ば

（「
崗
本
天
皇
御
製
一
首
」
巻
第
四
、
相
聞
、
四
八
五
）

島
の

大
和
の
国
に

多さは
に

満
ち
て
あ

ど
も

藤
波
の

思
ひ
も
と
ほ
り

若
草
の

思
ひ
つ
き
に
し

君
が
目
に

恋
ひ
や
明
か
さ
む

長
き
こ
の
夜
を

（
巻
第
十
三
、
相
聞
、
三
二
四
八
）

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
章
に
は
、
和
文
の
語
彙
語
法
の
み
で
は
な
く
、
和
歌
の
発
想
や
表
現
も
取
り
入
れ
よ
う
と
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｃ
の
二
重
傍
線
部
「

11
）

玉
儀
」
は
、
空
海
の
表
白
に
も
み
ら
れ
る
語
で
あ
る
。

豈
図
ら
ん
や
、
蒼
天
我
が
親
を
奪
っ
て
、
玉
儀
月
城
に
入
ら
ん
こ
と
を
。

（「
為
忠
延
師
先

講
理
趣
経
表
白
文
」、『
続
遍
照
発
揮
性
霊
集
補
闕
鈔
』
巻
第
八
）

「
忠
延
師
」
の
亡
く
な
っ
た
母
の
た
め
の
表
白
文
で
、「
玉
儀
」
が
亡
き
母
を
指
す
と
い
う
と
こ
ろ
に
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
と
の

共
通
点
が
あ
る
。「
母
氏
」
と
と
も
に
、
空
海
の
文
章
と
の
語
彙
の
一
致
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
中
で
、
Ｄ
（
二
一
一
〜
二
二
八
行
）
の
部
分
だ
け
に
助
動
詞
「
け
り
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
け
り
」

は
、
漢
文
訓
読
文
に
お
い
て
は
用
い
な
い
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
Ｄ
の
文
章
が
、
和
文
調
を
強
く
意
識
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

中
田
祝
夫
氏
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
Ｄ
の
部
分
に
つ
い
て
、
対
句
を
使
用
す
る
こ
と
、「
ケ
リ
」
を
用
い
る
点
な
ど
が
散
文
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の
教
化
に
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
後
に
起
こ
る
教
化
の
古
い
形
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
述
べ
て

12
）

い
る
。

Ｄ
は
ま
た
、
当
時
新
着
の
漢
訳
経
典
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
を
典
拠
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
が
多
い
こ
と
も
特
色
で

13
）

あ
る
。
た
と
え
ば
、

飲
食
湯
薬
妙
衣
服

子
先
母
後
為
常
則

子
若
愚
癡
人
所
悪

母
亦
恩
憐
不
棄
遺

（『
心
地
観
経
』
巻
第
三
）

寒
シ
ト
申
セ
バ
脱
キ
テ
給
ヒ
シ
父
公
ハ
、
我
ハ
着
ズ
ト
モ
我
子
ニ
ヲ
着
セ
ム
ト
ソ
ノ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
、
飢ヤワ
シ
ト
申
セ
バ
分ワ
ケ
テ
給

ヒ
シ
母
氏
ハ
、
我
ハ
食
ハ
ズ
ト
モ
我
子
ニ
ヲ
給
ハ
ム
ト
ソ
ノ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
。（
二
一
三
行
）

千
ノ

有
リ
ト
雖
モ
、
母
氏
ハ

ト
モ
宣
ハ
ズ
。
愚
ニ
癡
ナ
ル
子
ド
モ
等
ヲ
コ
ソ

ト
ハ
宣
ヒ
ケ
レ
、
云
々
。（
二
二
六
行
）

ま
た
、
次
の
文
を
踏
ま
え
て
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
二
一
八
行
か
ら
二
二
〇
行
の
文
章
が
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
母
胸
臆
而
為
寝
処
。
左
右
膝
上
常
為
遊
履
。

（『
心
地
観
経
』
巻
第
二
）

大
悲
ノ
芳
シ
キ
懐
ヲ
昼
夜
ノ
眠
ル
処
ト
シ
、
大
恩
ノ
両
ノ
膝
ヲ
朝
夕
ノ
遊
ノ
庭
ト
シ
、
慈
シ
ビ
ヲ
含
ミ
テ
相
ヒ
咲
ヒ
タ
マ
ヒ
シ

紅
ノ
貌
ヲ
モ
、
今
モ
見
テ
シ
カ
モ
ヤ
。
首
ヲ
撫
デ
背
ヲ
叩
キ
タ
マ
ヒ
ツ
ツ
、

怜
シ
ト
ノ
タ
マ
ヒ
シ
音
ヲ
モ
、
今
モ
聞
キ
テ
シ

カ
モ
ヤ
。（
二
一
八
〜
二
二
〇
行
）

次
の
一
節
も
、『
心
地
観
経
』
あ
る
い
は
『
中
陰
経
』
が
典
拠
で
あ
る
。

百
石
云
。
八
十
石
云
。
乳
房
ノ
恩
、
未
ダ
（
一
モ
）
報
イ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ズ
。（
二
二
八
行
）

云
何
弥
勒
。
閻
浮
提
児
生
堕
地
。
乃
至
三
歳
。
母
之
懐
抱
為
飲
幾
乳
。
弥
勒
答
。
飲
乳
一
百
八
十

。

（『
中
陰
経
』
巻
上
）

及
出
胎
已
幼
稚
之
前
。
所
飲
母
乳
百
八
十

。

（『
心
地
観
経
』
巻
第
二
）

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
、
Ｄ
以
外
に
も
『
心
地
観
経
』
の
翻
案
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
数
箇
所
あ
り
、『
心
地
観
経
』
が
文
章
作

『東大寺諷誦文稿』の「母氏」について
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成
の
参
考
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
は
、
唐
の
元
和
五
年
（
弘
仁
元
年
、
八
一
〇
）
に
漢
訳
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の

成
立
は
そ
れ
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
田
氏
は
仮
名
遣
い
か
ら
「
大
同
・
弘
仁
・
天
長
頃
」
と
推
測
し
て
い
る
の
で
、『
東
大

寺
諷
誦
文
稿
』
の
成
立
は
弘
仁
元
年
以
後
天
長
年
間
頃
と
推
測
さ
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れ
る
。

『
心
地
観
経
』
を
引
用
し
た
文
章
で
、
年
代
の
わ
か
る
早
い
も
の
は
、
空
海
の
「
為
先
師
講
釈
梵
網
経
表
白
」（『
続
遍
照
発
揮
性
霊

集
補
闕
集
』
第
八
巻
）
で
あ
る
。
天
長
五
年
（
八
二
八
）
の
作
で
、『
心
地
観
経
』
報
恩
品
の
有
名
な
四
恩
説
が
引
か
れ
て
い
る
。

維
れ
天
長
の
五
稔
、
孟
夏
の
十
三
、
日
は
惟
れ
丁
卯
。
曜
は
惟
れ
那

。（
中
略
）
経
の
中
に
仏
恩
処
有
り
と
説
き
た
ま
ふ
。

其
の
四
種
有
り
。
父
母
、
国
王
、
衆
生
、
三
宝
な
り
。

漢
訳
後
わ
ず
か
十
八
年
で
あ
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
と
同
時
期
の
作
成
と
思
わ
れ
る
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
内
容
が
、
華
厳
宗
、
法
相
宗
、
倶
舎
宗
、
三
論
宗
な
ど
の
教
義
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
中
田
氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い

15
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る
が
、『
金
剛
頂
経
』（
三
五
四
行
）
の
引
用
か
ら
、
密
教
の
知
識
も
有
す
る
人
物
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

東
大
寺
は
奈
良
時
代
は
六
宗
兼
学
、
平
安
時
代
は
八
宗
兼
学
に
な
る
。
空
海
は
弘
仁
元
年
に
東
大
寺
別
当
に
就
任
し
、
弘
仁
十
三
年

に
東
大
寺
に
真
言
院
が
設
立
さ
れ
た
。
山
田
孝
雄
に
よ
る
と
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
、『
華
厳
文
義
要
決
』
が
東
大
寺
を
総
本
山

と
す
る
華
厳
宗
の
典
籍
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仮
に
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

16
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い
う
。
東
大
寺
由
来
の
も
の
と
い
う
確
証
は
な

い
が
、
作
成
時
期
が
東
大
寺
に
お
い
て
真
言
宗
台
頭
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
空
海
の
文
章
と
の
語
彙
の
一
致
が
あ
る
こ
と
か
ら
考

え
る
と
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
、
東
大
寺
と
真
言
宗
の
文
化
圏
か
ら
遠
く
な
い
人
物
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
、
最
新
の
経
典
の
翻
案
、
片
仮
名
表
記
の
国
語
文
の
作
成
、
訓
読
語
と
和
語
の
混
淆
な
ど
、
新
し
い
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文
章
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い
う
気
概
が
感
じ
ら
れ
る
。
た
く
さ
ん
の
挿
入
や
抹
消
、
連
絡
線
な
ど
、
試
行
錯
誤
の
推
敲
の
跡
が
あ
り
、

訓
読
文
の
格
調
を
保
ち
つ
つ
、
聴
衆
の
心
を
捉
え
る
べ
く
工
夫
の
こ
ら
さ
れ
た
一
種
の
言
文
一
致
体
で
あ
る
。
九
世
紀
前
半
、
嵯

峨
・
淳
和
天
皇
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
漢
風
賛
美
の
時
代
を
迎
え
、
仏
教
界
で
は
南
都
教
団
の
粛
清
の
あ
と
、
真
言
宗
天
台
宗
が
興
っ

た
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
章
の
中
に
、
新
時
代
を
迎
え
た
清
新
な
気
風
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
中
で
も
、
亡
き
両

親
へ
の
恋
慕
を
綴
っ
た
く
だ
り
は
、
現
代
人
の
情
感
を
も
揺
さ
ぶ
る
文
章
で
、
筆
者
の
渾
身
の
作
文
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六

Ａ
〜
Ｄ
は
亡
き
父
母
の
報
恩
供
養
の
た
め
の
文
章
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
Ｅ
は
火
葬
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
六
世
紀
後
半
か
ら
み
ら
れ
る
古
墳
の
様
式
の
「
カ
マ
ド
塚
」
に
、
火
葬
が
行
な
わ
れ
た
形
跡
が
あ
る
と
い
う
が
、
日

本
に
お
い
て
最
初
の
火
葬
は
文
武
天
皇
四
年
（
七
〇
〇
）
の
道
昭
と
さ
れ
、
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
の
持
統
天
皇
の
火
葬
以
後
、
皇

族
や
僧
侶
の
間
で
始
ま
り
、
徐
々
に
庶
民
に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
現
代
の
よ
う
に
建
物
内
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
ま
で
は
野

外
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。

一
偏
ノ
帳
カタビラデ

道
間
ニ
コ
ソ
覆
ヒ
隠
セ
。
荒
野
ニ
至
ル
時
ニ
ハ
、
棺
ヨ
リ
出
シ
、
跡
枕
ニ
松
火
ヲ
付
ケ
、
炬
タキツケト

コ
ソ
作
セ
。（
Ｅ
、

二
五
六
行
）

「
帳
」
は
「
カ
タ
」
の
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
カ
タ
ビ
ラ
」
と
訓
む
も
の
と
考
え
ら
れ
、
注
に
述
べ
た
よ
う
に
、
棺
を
覆
う

と
ば
り
の
「
帷
帳
」
の
こ
と
で
あ
る
。
中
国
古
来
の
葬
送
に
倣
っ
た
も
の
ら
し
く
、『
礼
記
』「
喪
大
記
」
に
は
、「
飾
棺
君
龍
帷
」、

『東大寺諷誦文稿』の「母氏」について
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「
大
夫
画
帷
」、「
士
布
帷
布
荒
」
と
、
身
分
ご
と
に
帷
帳
の
種
類
が
異
な
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
大
化

薄
葬
令
で
、
王
か
ら
小
智
ま
で
は
白
布
を
用
い
、
庶
民
は
麁
布
を
用
い
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
三
月
）。
ま

た
、『
養
老
令
』
に
は
、「
五
位
以
上
及
び
親
王
、
並
に

具
及
び
帷
帳
を
借
り
、
若
し
く
は
私
に
備
へ
む
と
欲
は
ば
聴
せ
」（「
喪
葬

令
」）
と
あ
る
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
よ
る
と
、
棺
を
運
ぶ
間
は
一
偏
の
帷
帳
で
覆
い
隠
せ
と
い
う
。
帷
帳
で
棺
を
覆
っ
て
葬
列
が
進
み
、
火

葬
場
と
な
る
荒
野
に
着
い
た
ら
、
遺
体
を
棺
か
ら
出
し
て
、「
跡
枕
」
す
な
わ
ち
足
元
と
頭
の
方
に
松
火
を
点
け
て
焚
き
つ
け
る
と

い
う
。「
棺
ヨ
リ
出
シ
」
と
あ
る
の
で
、
現
代
の
よ
う
に
遺
体
を
棺
に
入
れ
た
ま
ま
荼
毘
に
付
す
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

父
公
ガ
楚イラナキ
目
ハ
見
セ
ジ
ト
シ
タ
マ
ヒ
シ
、
云
。
都
テ
念
ハ
ズ
。
母
氏
ガ
走
火
ニ
ダ
ニ
当
テ
ジ
ト
。（
Ｅ
、
二
五
七
行
）

「
い
ら
な
し
」
は
つ
ら
い
、
心
苦
し
い
。「
走
り
火
」
は
ぱ
ち
ぱ
ち
と
は
ね
る
火
。「
父
公
が
つ
ら
い
も
の
は
見
せ
ま
い
と
な
さ
り
、

母
氏
は
は
ね
る
火
に
さ
え
当
て
ま
い
と
な
さ
る
」
と
、
恐
怖
か
ら
幼
子
を
守
ろ
う
と
す
る
様
子
で
あ
る
。
幼
い
時
に
両
親
と
と
も
に

火
葬
に
立
ち
会
っ
た
記
憶
の
描
写
で
あ
ろ
う
か
。

物
部
ノ
利
キ
木
ヲ
以
テ
ソ
、
指ツ
ク
指
ク
ソ
指
キ
腕マロバシ
焼
キ
ケ
ル
。（
Ｅ
、
二
五
七
〜
二
五
八
行
）

物
部
は
、
養
老
令
に
よ
る
と
、
囚
獄
司
・
衛
門
府
・
東
西
市
司
に
属
し
、
警
備
や
刑
罰
を
執
行
す
る
職
掌
の
集
団
で
あ
る
。
処
刑

に
携
わ
り
遺
体
を
扱
う
任
務
の
延
長
と
し
て
、
火
葬
に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
か
も
し
れ
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な
い
。「
物
部
ノ
利
キ
木
」
と
は
、

物
部
が
警
備
や
刑
罰
の
た
め
に
所
持
し
て
い
た
笞
か
杖
だ
ろ
う
。

鋭
い
木
を
も
っ
て
、「
指ツ
ク
指
ク
ソ
指
キ
腕マロバ
シ
焼
キ
ケ
ル
」
と
、
遺
体
を
突
き
刺
し
、
転
が
し
て
焼
い
た
と
い
う
。『
日
本
霊
異

記
』
の
景
戒
の
夢
の
場
面
が
想
起
さ
れ
る
。
景
戒
は
、
夢
の
中
で
自
分
で
自
分
を
火
葬
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
僧
景
戒
夢
に
見
る
事
。
延
暦
七
年
戊
辰
の
春
三
月
の
十
七
日
乙
丑
の
夜
に
、
夢
に
見
ら
く
「
景
戒
の
身
死
に
た
る
時
に
、

薪
を
積
み
て
死
に
た
る
身
を
焼
く
。
爰
に
景
戒
の
魂
神
たましひ

、
身
を
焼
く
辺
に
立
ち
て
見
れ
ば
、
意
の
如
く
に
焼
け
ず
、
す
な
は
ち

自

か
らしもとを
取
り
、
焼
か
る
る
己

身
を

つ

き
串つらぬき
さ

し
て
、
返
し
焼
く
。
先
に
焼
け
る
他
人
を
教
へ
て
言
は
く
「
我
が

如
く
能
く
焼
け
」
と
い
ふ
。
景
戒
焼
か
る
る
己
が
身
を
見
れ
ば
、
脚
と
膝
と
の
節
骨
と
臂
と
頭
と
、
み
な
焼
か
れ
て
断き
れ
落
つ
。

爰
に
景
戒
の
神
識
たましひ

、
声
を
出
し
て
叫
ぶ
。」

（『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
三
十
八
縁
）

「
自
づ
か
ら

を
取
り
」
と
は
、
物
部
が
持
つ
「

（
笞
）」
を
自
ら
手
に
持
ち
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
景
戒
は
自
分
の
体
を
、

突
き
刺
し
、
裏
返
し
て
、
焼
い
た
の
で
あ
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
「
利
キ
木
ヲ
以
テ
ソ
、
指ツ
ク
指
ク
ソ
指
キ
腕マロバシ
焼
キ
ケ
ル
」

に
符
合
す
る
。
類
似
の
描
写
は
偶
然
の
一
致
で
は
な
く
。
当
時
の
火
葬
に
お
い
て
あ
ま
り
に
も
印
象
の
強
い
光
景
だ
っ
た
た
め
に
、

夢
に
も
あ
ら
わ
れ
、
文
章
に
も
述
べ
ら
れ
た
の
だ
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ろ
う
。

野
焼
き
で
あ
っ
た
古
代
と
は
異
な
り
、
現
代
の
火
葬
は
、
衛
生
的
な
火
葬
場
で
行
な
わ
れ
る
。
葬
儀
に
際
し
て
遺
体
は
清
め
ら
れ

死
化
粧
も
施
さ
れ
て
棺
に
納
め
ら
れ
、
火
葬
場
に
着
く
と
、
近
親
者
が
最
後
の
別
れ
を
告
げ
、
棺
を
火
葬
炉
に
送
り
出
す
。
一
時
間

も
す
る
と
、
白
い
灰
と
遺
骨
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
や
『
日
本
霊
異
記
』
に
語
ら
れ
る
火
葬
は
、
現
代
の

我
々
に
は
想
像
を
絶
す
る
光
景
で
あ
る
。

古
代
で
は
、
野
山
に
無
縁
の
遺
体
が
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
、

東
国
や
西
国
か
ら
旅
立
っ
て
来
た
者
が
、
行
き
倒
れ
て
野
晒
と
な
っ
た
魂
を
悼
む
文
章
が
あ
る
。

世
間
ヲ
覧
ル
ニ
、
親

族

ヨリトコロヤカラ

ク
シ
テ
病
ニ
憂
フ
ル
徒
多
ク
、
妻
子

ク
シ
テ
死
ニ
別
レ
タ
ル
輩
多
シ
。
誰
ノ
人
カ
救
済
セ
ム

（
中
略
）
是
ノ
如
ク
依

ク

キ
徒
ハ
、
多
ク
道
路
ノ
中
ニ
亡
セ
タ
リ
。
東
ノ
国
ノ
人
ハ
、
道
ノ
辺
ニ
骸
ヲ
ハ
曝サラ
シ
、
西
ノ

『東大寺諷誦文稿』の「母氏」について
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国
ノ
人
ハ
水
ノ
中
ニ
魂
ヲ
没
メ
タ
リ
。（
二
三
七
〜
二
四
〇
行
）

乞
ヒ
誓ノ
マ
ク
ハ
東
西
ノ
国
ノ
亡
霊
等
、
形
ヲ
蔵カク
ス
布
ノ
端
ハ
、
是
レ
東
国
ノ
物
産
ナ
リ
。
寒
キ
時
ニ
曳
キ
蒙
ク
綿
ノ
端
ハ
、
西

国
ノ
出
ス
所
ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
官
ノ
言
、
朝
廷
ノ
言
ニ
由
リ
テ
、
己
ガ
本
郷
ノ
妻
子
、
眷
属
ノ
中
ヲ
離
レ
テ
、
旅
路
ニ
辛
苦
シ
、

寒
キ
風
、
霜
、
雪
ヲ
シノ

カ
ズ
、
遠
キ
道
ニ
飢
ヱ
寒
イ
、（
中
略
）
親
シ
ク
愛
シ
キ
妻
子
、
老
イ
タ
ル
父
母
ニ
モ
相
見
ズ
、
旅
路

ニ
没ウ
セ
逝
キ
ヌ
。
東
国
ノ
人
ハ
道
路
ノ
荊
ノ
下
ノ
魂
魄
ト
作
リ
、
西
国
ノ
人
ハ
（
風
波
ノ
下
ノ
霊
）
海
浜
ノ
白
キ

ト
作
ル
。

（
三
二
五
〜
三
二
九
行
）

古
代
に
お
い
て
、
死
は
観
念
的
な
も
の
で
は
な
く
、
現
実
の
身
近
な
恐
怖
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
仏
教
に
説
か
れ
る
「
無
常
」
は
、

現
代
と
は
異
な
る
重
み
を
も
っ
て
い
た
。
古
代
に
お
け
る
鎮
魂
の
供
養
の
重
い
意
義
も
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
章
か
ら
読
み

と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

注１
）

拙
稿
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」（『
国
語
国
文
』
一
九
九
一
年
九
月
）、
及
び
本
稿
第
三
章
参
照
。

２
）

翻
刻
・
釈
文
は
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
と
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
を
参
照
し
、
適
宜
あ
ら
た
め

た
。
行
数
と
連
絡
線
番
号
は
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
に
従
う
。
翻
刻
に
お
い
て
、
ヲ
コ
ト
点
は
平
仮
名
で
、
甲
類
の
コ
は

「
古
」、
乙
類
の
コ
は
「
己
」
で
区
別
し
て
い
る
。

３
）

中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
参
照
。

４
）
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
に
よ
る
。
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５
）

注

３
）参
照
。

６
）

築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
九
〇
七
頁
参
照
。

７
）
『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
二
巻
（
松
永
有
慶
解
説
）
参
照
。

８
）

注

１
）参
照
。
ま
た
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
先
立
つ
例
と
し
て
、『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
七
縁
の
原
注
に
「
母
氏
飛
鳥
部
造

也
」
と
あ
る
が
、
母
の
敬
称
と
し
て
の
「
母
氏
」
で
は
な
く
、
母
親
の
出
自
の
意
味
と
し
て
、「
母
の
氏
は
飛
鳥
部
造
な
り
」
と
読
む

も
の
で
あ
ろ
う
。

９
）

注

３
）参
照
。

10
）

小
峯
和
明
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
言
説
｜
唱
導
の
表
現
｜
」（『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
九
一
年
十
一
月
）
参
照
。

11
）

一
九
八
七
年
度
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
「
古
代
文
学
特
殊
研
究
」
の
授
業
に
お
い
て
、
担
当
の
佐
竹
昭
広
教
授

よ
り
、「
た
ま
の
よ
そ
ほ
ひ
」（
仏
足
跡
歌
第
十
六
首
）
が
「
玉
儀
」
の
訓
読
語
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、「
玉
儀
」
は
『
東
大
寺
諷
誦

文
稿
』
に
用
例
が
あ
る
が
、
仏
典
語
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。（
仏
典
中
に
は
未
見
で
あ
る
。）

12
）

注

３
）参
照
。

13
）

注

１
）参
照
。

14
）

注

１
）、

３
）参
照
。

15
）

注

３
）参
照
。

16
）
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
昭
和
十
四
年
の
複
製
の
解
説
参
照
。

17
）

篠
川
賢
氏
に
ご
教
示
を
頂
い
た
。
物
部
氏
の
職
掌
に
つ
い
て
は
、
篠
川
賢
『
物
部
氏
の
研
究
』
参
照
。

18
）
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
下
巻
第
三
十
八
縁
脚
注
に
「「
如
焼
死
屍
、
以
杖
廻
転
、
屍
既
尽
已
、
杖
亦
応
焼
」（
倶
舎
論
記
・
二
十

『東大寺諷誦文稿』の「母氏」について
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八
）
と
い
う
例
も
み
え
る
が
、
実
体
験
に
も
と
づ
い
た
叙
述
で
あ
ろ
う
。」
と
あ
る
。
ま
さ
に
、
景
戒
が
火
葬
に
立
ち
会
っ
た
実
体
験

に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
。

二四


